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コースを変更しましたが、今回は橋が通行可能
になり、ほぼ例年通りのコースで行われました。
　大会には、北海道や福岡県など全国からエン
トリーを受け、当日は、10マイル、10キロ、５
キロ、親子ファンラン、身体障害者の種目に合
計で4,453人が参加し、過去最大だった前回の
4,460人に次ぐ２番目の参加者数となりました。
　今大会は市制施行45周年記念大会として、10
マイルの最高成績者に市長賞を贈呈しました。
　大会の運営は、実行委員、各種団体応援スタ
ッフ、市関係応援スタッフに加え、市内小・中・
高等学校や八千代リハビリテーション学院の学
生、ランナーへのマッサージサービスをするト
レーナーステーションのボランティアも含め、
800人を超える人たちが携わりました。
　この大会は、市民の体力と健康の増進を図る
とともに、本市の大きなＰＲとなるものとして、
今後も継続していきたいと考えています。
■第22回コミュニティワールドカップサッカー
in八千代　技術の向上及び市民の国際理解を深
めることを目的に、今年で22回目を迎えるこの
大会は、大韓民国から「仁

いん
川
ちょん
広域市選抜」、県外

各地から10チーム、県内から八千代市選抜と八
千代市立村上中学校を含めた５チームの合計16
チーム、300人以上の選手が参加し、12月22日か
ら４日間の日程で開催されました。
　今回も前年に引き続き、東日本大震災の記憶
を風化させないよう、岩手県陸前高田市と福島
県いわき市からチームを招待し、このために実
行委員会が行った募金活動では、多くの事業所
などから支援をいただきました。
　今回は市制施行45周年記念として、12月22日
に市民体育館で行われた開会式で、開会式参加
チーム全体で集合写真の撮影を行い、参加チー
ムや大会に支援いただいた事業所などに大会記
念として写真を配布しました。
■平成25年八千代市成人式　二十歳になった青
年たちが将来へ向かって人生を強く生きるよう
励まし祝福するため、今年も１月14日の成人の
日に開催し、多くの輝かしい新成人を祝福する
ことができました。
　今年度の対象者は、男性844人、女性872人の
合計1,716人で、当日の出席者は、男性594人、
女性614人の合計1,208人、出席率は70パーセン
トで、昨年より約３ポイント増えました。

　成人式の運営は、団体や企業の協力を得た市
民参加型により二部構成で実施し、オープニン
グセレモニーとして県立八千代高等学校の「鼓
組」による和太鼓の演奏の後、厳粛な雰囲気の
中で第１部の式典が行われ、新成人代表の言葉
をもって滞りなく終了しました。
　第２部の記念行事は、新成人４人をはじめと
したプロジェクトメンバーが青少年育成関係団
体である八千代市青年フォーラムのサポートの
もと、アトラクションの運営や会場内での様々
な展示を行いました。なかでも、スライドショー
は、出身中学校の映像が映し出され、参加した
新成人にとって、懐かしい思い出を振り返る良
い企画になりました。
　来年の成人式は、市民会館が４月にリニュー
アルオープンするため、従来の形である市民会
館での開催を予定しています。
■「東日本大震災」に伴う、り災証明発行など
一般家庭の住家被害は、１月末現在で「り災証明
書」の発行件数が1,466件で、前回定例会報告時
から、「一部損壊」が15件の増となっています。
　市役所で受け付けた義援金の状況は、１月末
現在1,232万5,294円で、前回定例会報告時から
38万1,295円の増となっています。
■東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う
放射性物質調査　空間放射線量の自主測定は、
第３期測定計画に沿って実施しています。１月
の定点測定結果は、いずれも地表0.5及び１メー
トルで毎時0.07から0.20マイクロシーベルトの
範囲であり、環境省令に規定する除染実施計画
を定める区域の要件である毎時0.23マイクロシ
ーベルト以上の放射線量を検出した箇所はあり
ませんでした。また、11月から１月に施設管理
者が実施した小学校、公園、調整池など67施設
の測定結果は、地表0.5及び１メートルで毎時
0.05から0.22マイクロシーベルトの範囲でした。
今後も計画に沿って、定期的に測定を実施します。
■清掃センターにおける放射性物質の測定結果
焼却灰１キログラム当たりの放射性セシウム濃
度は、１月の測定結果で国の埋立に関する基準１
キログラム当たり8,000ベクレルを下回っていま
す。最終処分場周縁の地下水、浸出水処理施設の
放流水の放射性セシウム濃度や、敷地境界での空
間放射線量測定の結果も、すべて基準値以下です。
　今後も引き続き測定・モニタリングを行い、

適正な廃棄物処理を行います。放射性物質調査
の測定結果の詳細は、ホームページなどでお知
らせしています。
■原子力発電所の事故に伴う東京電力株式会社
への賠償請求　前回定例会で、廃棄物処理施設
及びし尿処理施設の賠償として、5,786万8,887円
を申請したことを報告しました。この内、し尿処
理施設の請求分６万3,000円が12月７日に、廃
棄物処理施設の放射線測定費用など818万2,860
円が２月18日に、それぞれ納入されました。この結
果、これまでに東京電力株式会社から支払われた
賠償額は、1,196万6,141円となりました。
　学校給食などの放射性物質検査に要した費用
は、東京電力株式会社から賠償の準備が整った
旨の連絡があり、現在、担当部署で請求の準備を
しています。原子力発電所事故に伴う損害は、請
求内容が取りまとめられたものから請求します。
■ヘキサメチレンテトラミンの流出に伴う水質
事故に関する損害賠償請求　24年５月、利根川
水系の浄水場で高濃度のホルムアルデヒドが検
出された事故について、原因物質のヘキサメチ
レンテトラミンの排出者である埼玉県のD
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ハイテック株式会社を相手に、千葉県、東京都、
茨城県、群馬県、埼玉県の１都４県の水道事業体、
北千葉広域水道企業団及びその構成団体である
八千代市、松戸市、野田市、柏市、流山市、我孫子
市、習志野市が共同で、これまで損害賠償の話
し合いを続けてきました。しかし、合意に至ら
なかったため、各水道事業体と共に本市は事業
管理者名で、24年12月26日付けで同社に対し不法
行為に基づく損害賠償請求を行いました。
　１都４県などの水道事業体全体での損害額は
約２億9,300万円で、本市が被った損害金額は、
応急給水費、人件費などで608万3,917円ですが、
支払期限とした１月18日を経過しても履行され
ず、同社からの回答も本市の考えと相容れない
内容でした。そのため、現在、関係の水道事業体
と連携し、訴訟を含めた対応を検討しています。
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５
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■
投
票
結
果

当
日
有
権
者
数

投
票
者
数

投
票
率

男

７
万
３
８
３
２
人

２
万
４
０
０
４
人

32
・
51
％

女

７
万
５
７
４
１
人

２
万
４
４
８
７
人

32
・
33
％

計

14
万
９
５
７
３
人

４
万
８
４
９
１
人

32
・
42
％

■
開
票
結
果
（
３
月
17
日
午
後
10
時
確
定
）
※
得
票
順

候
補
者
氏
名

党
派

得
票
数

当
選

森
田　
健
作

無
所
属

３
万
５
６
８
６
票

三
輪　
定
宣

無
所
属

1
万　
４
４
９
票

佐
藤　
雄
介

無
所
属

１
４
３
７
票

※有効投票
４万7572票

※無効投票
919票


